
【論
文
】

ベ
ル

ク
ソ
ン
の
フ
ィ
ヒ
テ
観

，

ー
ポ
ス
ト
・
カ
ン
ト
の
哲
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
め
ぐ
っ
て

村
上
　
龍
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序

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
（
一
八
五
九
－
一
九
四
一

年
）
と
ド
イ
ツ
観
念
論
の
関
係
と
い
え
ば
、
従
来
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

似

に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、
近
年
出
版
さ
れ
た
フ
ィ
ヒ
テ

に
関
す
る
講
義
録
を
み
る
と
、
カ
ン
ト
を
意
識
し
つ
つ
自
身
の
哲
学
を
構

築
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
、
そ
の
過
程
で
む
し
ろ
フ
ィ
ヒ
テ
と
興
味
深
い
出

会
い
か
た
を
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
著
作
中
で
は
第
三
主
著
『
創
造
的

進
化
』
（
一
九
〇
七
年
）
で
通
り
す
が
り
に
幾
度
か
言
及
が
あ
る
ば
か
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
形
成
に
と
っ
て
の
隠
れ
た
重
要

性
に
、
本
稿
は
光
を
当
て
る
。

　
以

下
、
ま
ず
第
一
節
に
お
い
て
上
述
の
講
義
録
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

（
一
八
九

入
年
）
を
検
討
し
、
そ
こ
で
描
き
だ
さ
れ
る
フ
ィ
ヒ
テ
像
が
、
ベ

ル

ク
ソ
ン
に
と
っ
て
哲
学
史
上
、
と
り
わ
け
カ
ン
ト
と
の
関
わ
り
で
も
つ

意
義
を
見
定
め
る
。
第
二
節
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
自
身
が
カ
ン
ト
に
対
し

構
え
る
ス
タ
ン
ス
を
、
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
最
初
の

主
著
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
り
と
も
フ
ィ
ヒ
テ
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
唯
一

の

著
作
で
も
あ
る
『
創
造
的
進
化
』
に
即
し
て
確
認
す
る
。
一
連
の
考
察

を
通
じ
、
ポ
ス
ト
・
カ
ン
ト
の
哲
学
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題

関
心
を
（
自
ら
の
解
釈
す
る
限
り
の
）
フ
ィ
ヒ
テ
と
共
有
す
る
ベ
ル
ク
ソ

ン
が
、
自
身
の
哲
学
の
構
築
に
際
し
、
あ
る
面
で
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
近
づ
き

な
が
ら
も
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
道
を
選
ん
だ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

い
。

一　

ベ
ル

ク
ソ
ン
の
フ
ィ
ヒ
テ
解
釈

　
一
1
［
　
カ
ン
ト
哲
学
の
読
み
替
え
に
よ
る
知
識
学

　
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
は
大
筋
に
お
い
て
、
『
人
間
の
使
命
』
（
一
八
〇
〇

年
）
を
概
説
す
る
講
義
の
記
録
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
全
体

に
つ
い
て
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
理
解
を
、
更
に
は
、
彼
に
よ
る
フ
ィ
ヒ
テ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

哲
学
史
上
の
位
置
づ
け
を
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
、
「
必
然
性
の
観
点
」
を
示
す
『
人
間
の
使
命
』
第
一

巻
を
「
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」
と
い
う
言
葉
で
総
括
し
た
後
（
男
゜
一
ひ
o
。
）
、
「
『
全
知

識
学
の

基

礎
』
の
成
果
」
そ
の
も
の
と
み
な
し
う
る
第
二
巻
、
お
よ
び
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「
『知
識
学
』
の
発
展
」
に
他
な
ら
ぬ
第
三
巻
の
解
説
に
先
だ
ち
（
団
6
N
）
、

知
識
学
の
概
要
を
素
描
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
箇
所
を
検
討
す
る
。

　
　
一
ー
一
1
一
　
知
識
学
の
出
発
点
と
し
て
の
純
粋
統
覚

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
最
初
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
『
知
識
学
へ
の
第
二
序
論
』

（
一
七
九
七

年
）
で
カ
ン
ト
の
純
粋
統
覚
に
言
及
し
た
く
だ
り
を
取
り
あ

　
　
ら
　

げ
る
。
純
粋
統
覚
に
お
い
て
、
「
い
か
な
る
意
識
な
い
し
認
識
を
も
条
件

づ
け
る
」
「
自
我
の
純
粋
意
識
の
観
念
」
が
「
知
的
直
観
」
に
よ
り
与
え

ら
れ
て
い
る
と
み
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
カ
ン
ト
に
従
う
な
ら
」
「
純
粋
自
我

か

ら
」
「
意
識
（
1
1
認
識
）
の
全
体
の
体
系
的
演
繹
」
を
行
わ
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
た
（
閏
゜
一
謡
）
。
だ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
理
解
は

根
本
的
な
誤
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
純
粋
統
覚
が
全
て
の
認
識
を
条
件
づ

け
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
に
伴
う
と
い
う
意
味

に
お
い
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
に
「
認
識
全
体
の
演
繹
」
の
出
発
点
と
・

な
る
べ
き
「
純
粋
自
我
」
を
読
み
と
る
の
は
、
と
も
か
く
「
認
識
の
全
面

的
演
繹
」
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
、
カ
ン
ト
と
は
無
縁
な
独
自
の

「要
請
」
に
歪
め
ら
れ
た
誤
読
で
あ
る
（
蜀
ミ
甲
一
刈
ω
）
。
要
す
る
に
フ
ィ
ヒ

テ

の
哲
学

は
、
カ
ン
ト
的
な
純
粋
統
覚
を
独
自
に
読
み
替
え
る
こ
と
で
そ

の
着
想
を
得
た
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
そ
う
教
え
る
の
で
あ
る
。

固
有
な
特
徴
に
つ
い
て
の
一
般
大
衆
に
対
す
る
日
の
ご
と
く
明
快
な
報

告
』
（
一
八
〇
一
年
）
の
第
一
講
を
参
照
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
強
調
す
る
の
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
、
何
か
を
「
自
己
に
外

的
な
も
の
と
し
て
」
知
覚
し
ま
た
想
起
す
る
の
は
「
自
我
を
忘
却
し
」

「自
己
か
ら
気
を
逸
ら
す
（
°
・
o
O
暮
醇
¢
α
。
ω
亀
」
た
め
と
し
、
こ
れ
ら
具

体
的
経
験
の
う
ち
に
、
主
観
に
よ
る
「
自
己
の
忘
却
」
を
見
て
と
る
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
（
菊
ミ
ω
）
。
ブ
イ
ヒ
テ
は
他
方
で
、
具
体
的
経
験
か
ら
「
身
を
引
き
離

す
能
力
」
、
「
こ
の
能
力
を
思
考
す
る
能
力
」
、
「
こ
の
思
考
を
思
考
す
る
能

力
」
を
順
次
た
ど
り
、
「
反
省
的
な
生
の
全
能
力
」
を
引
き
だ
し
て
も
い

る
。
だ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
上
昇
の
運
動
に
お
い
て
自
我
が
自

ら
を
再
発
見
す
る
」
の
も
、
ま
ず
は
「
下
降
に
お
い
て
自
我
が
自
己
を
忘

却
す
る
」
が
ゆ
え
な
の
で
あ
る
（
閏
。
ミ
心
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
彼
は
、
「
純
粋

自
我
」
が
自
己
の
「
忘
却
」
な
い
し
自
己
か
ら
の
逸
脱
の
諸
段
階
を
通

じ
、
次
第
に
「
経
験
の
質
料
性
［
物
質
性
］
」
に
「
下
降
」
す
る
構
図
を

読
み

と
り
、
そ
れ
を
知
識
学
の
凝
縮
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
提
示
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

（ミ

ミ
゜
）
。
そ
し
て
こ
の
構
図
に
基
づ
い
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
結
局
、
純
粋

自
我
か
ら
認
識
の
全
体
を
演
繹
す
る
知
識
学
の
所
説
を
、
「
統
覚
の
総
合

的
統
一
が
徐
々
に
感
性
の
多
様
そ
の
も
の
を
創
り
だ
す
に
至
る
」
と
考
え

る
「
体
系
」
と
し
て
紹
介
す
る
（
閏
」
o
◎
P
）
。

　
　
一
1
一
ー
二
　
知
識
学
の
概
要

　
で

は
、
そ
う
し
た
着
想
に
導
か
れ
た
知
識
学
の
内
実
は
い
か
な
る
も
の

か
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
こ
の
点
の
解
説
の
導
入
と
し
て
、
『
新
し
い
哲
学
の

　
　
一
ー
一
－
三
　
神
へ
の
遡
行

　
こ
う
し
て
知
識
学
の
概
要
を
示
し
た
後
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
知
識
学
の
所

説

そ
の
も
の
と
み
な
し
う
る
『
人
間
の
使
命
』
第
二
巻
を
要
約
し
、
次
い
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で
、
彼
に
よ
れ
ば
知
識
学
の
発
展
に
他
な
ら
な
い
第
三
巻
へ
向
か
う
。
第

三
巻
で
は
、
我
々
の
表
象
す
る
世
界
は
我
々
の
「
義
務
の
対
象
、
領
域
」

と
し
て
論
じ
ら
れ
（
聞
゜
一
〇
い
）
、
更
に
は
こ
の
義
務
が
、
す
な
わ
ち
自
由
の
自

由
な
る
決
定
を
命
ず
る
良
心
へ
の
服
従
の
義
務
が
、
「
無
限
な
る
意
志
」
す

な
わ
ち
「
神
」
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
（
団
P
O
O
）
。
こ
れ
は
、
「
ブ
イ

ヒ
テ
が
第
二
の
哲
学
に
移
行
し
た
」
と
思
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
（
即

N
9
）
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
第
三
巻
へ
の
展
開

の

芽
は
、
第
二
巻
つ
ま
り
は
知
識
学
に
あ
ら
か
じ
め
含
ま
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
を
証
拠
だ
て
る
べ
く
、
彼
は
『
知
識
学
へ
の
第
二
序
論
』
を
再
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

参
照
し
、
結
語
に
お
け
る
二
つ
の
自
我
の
区
別
に
注
目
す
る
。
ブ
イ
ヒ
テ

は
知
識
学
の
「
出
発
点
」
で
、
「
知
的
直
観
の
対
象
と
し
て
の
自
我
」
す

な
わ
ち
純
粋
自
我
を
め
ぐ
り
、
「
自
我
の
活
動
の
方
向
を
規
定
」
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
彼
は
直
ち
に
「
理
念
と
し
て
の
自
我
」
を
目
標
と
し

て
立

て
、
自
我
の
活
動
の
方
向
に
「
道
徳
的
自
由
」
の
「
自
己
実
現
」
の
性

格
を
与
え
る
（
閏
゜
P
9
）
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
考
え
で
は
、
「
弁
証
法
的
原
理
」

か

ら
「
道
徳
的
原
理
」
へ
の
こ
う
し
た
移
行
の
う
ち
に
は
、
既
に
『
人
間

の

使
命
』
第
三
巻
の
萌
芽
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
。
自
我
の
活
動
を
根
拠
づ

け
る
『
人
間
の
使
命
』
の
神
は
、
『
知
識
学
へ
の
第
二
序
論
』
で
道
徳
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

努
力
の
理
想
的
目
標
と
さ
れ
た
、
「
理
念
と
し
て
の
自
我
」
の
発
展
形
に

他
な
ら
な
い
（
ミ
ミ
゜
）
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
講
義
録
に
従
え
ば
（
カ
ン
小
的
な
純
粋
統
覚
を
独
自

に
読
み
替
え
、
そ
こ
に
お
い
て
純
粋
自
我
が
知
的
直
観
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
て

い

る
と
考
え
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
こ
れ
に
想
を
得
て
、
純
粋
自
我
が
感

性
的
多
様
を
創
り
だ
す
過
程
を
た
ど
っ
た
。
し
か
も
そ
の
際
、
彼
は
こ
の

自
我
の
活
動
に
道
徳
的
性
格
を
ま
と
わ
せ
、
や
が
て
神
と
呼
び
改
め
る
こ

と
に
な
ろ
う
理
想
的
目
標
を
め
ざ
す
、
自
己
実
現
の
運
動
と
し
て
こ
れ
を

位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
一
－
ニ
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
史
上
の
意
義

　

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
は
、
歴
史
上
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る

も
の
か
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
講
義
冒
頭
で
、
カ
ン
ト
の
後
を
襲
っ
た
フ
ィ
ヒ

テ

の
哲
学
史
上
の
位
置
を
略
述
し
て
い
る
。

　
一
般
に
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
カ
ン
ト
が
確
立
せ
ん
と
し
た
の
は
、

自
我
も
完
全
な
存
在
も
、
直
観
と
し
て
は
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
」
が
（
男
」
い
阜
）
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
か
。

神
と
は
何
か
。
実
在
的
お
よ
び
可
能
的
な
全
て
の
現
象
の
全
体
、
判
断
力
が

自
己
規
定
す
る
全
て
の
判
断
の
全
体
で
あ
る
。
判
断
す
る
機
能
は
、
我
思
ウ

に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
。
諸
々
の
述
語
は
実
在
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。
諸

述
語
の

総
体
と
は
、
実
在
性
の
総
体
（
一
、
O
ヨ
5
一
門
9
（
「
O
　
門
0
巴
一
一
卑
餓
の
）
す
な
わ
ち
神

の
観
念
で
あ
る
。
実
在
す
る
自
我
は
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
何
に
還
元
さ
れ
る

だ

ろ
う
か
。
直
観
の
多
様
に
適
用
さ
れ
た
我
思
ウ
は
、
諸
々
の
主
観
と
客
観

を
創
り
だ
す
。
表
象
や
判
断
に
一
定
の
共
通
な
論
理
的
主
語
を
採
ら
せ
る
よ

う
な
表
象
お
よ
び
判
断
の
体
系
、
を
我
々
が
取
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
そ
の

根
底

に
、
一
つ
の
形
而
上
学
的
な
主
観
の
観
念
を
示
唆
す
る
傾
向
を
も
つ
。

個
体
的
な
自
我
と
は
、
我
思
ウ
が
自
ら
の
適
用
さ
れ
る
質
料
を
経
由
す
る
こ



68観テヒイフのンソけ～

と
で
、
屈
折
し
た
も
の
で
あ
る
。
純
粋
理
性
の
自
我
お
よ
び
神
は
、
カ
ン
ト

の

考
え
で
は
、
我
思
ウ
の
総
合
的
活
動
の
二
つ
の
極
限
的
な
位
置
に
す
ぎ
な

い
。
我
思
ウ
を
置
い
て
み
よ
。
そ
れ
に
、
質
料
と
し
て
感
性
的
現
実
を
与
え

て

み

よ
。
弁
証
法
的
運
動
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
一
方
の
終
端
に
神
を
、
他
方

に
自
我
を
も
つ
だ
ろ
う
（
閏
」
い
い
）
。

や

や
雑
然

と
し
た
記
述
だ
が
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
超
越
論
的
理

念

と
し
て
の
自
我
な
ら
び
に
神
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
次
の
点
で
あ

る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
「
我
思
ウ
」
す
な
わ
ち
純
粋
統
覚
と
「
質
料
」
た

る
「
感
性
的
現
実
」
と
の
「
弁
証
法
的
運
動
」
と
い
う
理
論
上
の
枠
組
に

よ
っ
て
こ
そ
、
自
我
と
神
を
「
極
限
的
な
位
置
」
に
置
く
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
言
う
。
つ
ま
り
彼
の
考
え
で
は
、
カ
ン
ト
が
自
我
お
よ
び
神
の
、

す
な
わ
ち
物
自
体
の
認
識
不
可
能
性
を
確
立
し
た
の
は
、
認
識
を
め
ぐ
っ

て

「統
覚
の
総
合
的
統
一
」
と
「
直
観
の
多
様
」
と
の
「
妥
協
」
を
語
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
別
言
す
れ
ば
、
「
媒
介
的
な
諸
形
式
、
す
な
わ
ち
諸
カ

テ
ゴ

リ
ー
、
空
間
お
よ
び
時
間
」
を
介
在
さ
せ
な
が
ら
「
こ
の
形
式
と
こ

の

質
料
」
と
を
隔
て
、
「
区
分
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た

（§
“
）
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
カ
ン
ト
的
な

純
粋
統
覚
に
想
を
得
て
、
純
粋
自
我
が
感
性
的
多
様
を
生
む
過
程
を
た

ど
っ
た
。
し
か
も
、
彼
は
そ
の
自
我
の
活
動
に
、
後
年
神
と
呼
び
改
め
る

こ
と
に
な
ろ
う
理
想
的
目
標
を
め
ざ
す
、
道
徳
的
性
格
を
与
え
て
い
た
。

と
す
れ
ば
、
カ
ン
ト
が
「
統
覚
」
と
「
直
観
」
の
多
様
と
の
、
す
な
わ
ち

認
識
の
形
式
と
質
料
と
の
区
分
を
通
じ
、
物
自
体
の
認
識
不
可
能
性
を
主

張

し
た
後
で
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
カ
ン
ト
哲
学
を
読
み
替
え
つ
つ
、
「
形
式
」

が

「質
料
」
を
「
創
造
」
す
る
と
論
じ
て
両
者
の
区
分
を
解
消
し
、
以
っ

て
物
自
体
の
認
識
可
能
性
を
回
復
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
（
「
一
い
ひ
）
。

　
一
－
三
　
知
識
学
に
対
す
る
評
価

　
　
一
－
三
ー
一
　
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
と
の
親
近
性

　
こ
う
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
試
み
は
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
の
か
、
否
定

的
に
評
価
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
点
を
探
る
う
え
で
手
が
か
り
と
な
る
の

は
、
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
末
尾
の
一
節
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
そ
こ

で
、
「
カ
ン
ト
哲
学
の
解
釈
」
を
経
て
「
M
」
す
な
わ
ち
純
粋
自
我
か
ら

出
発
す
る
降
り
の
運
動
の
「
演
繹
」
を
構
想
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
フ
ィ

ヒ
テ
の
「
独
自
性
」
と
す
る
。
し
か
し
彼
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
「
時
間
を
捨

象
」
し
た
た
め
に
、
降
り
の
裏
面
に
「
M
」
へ
の
「
回
帰
」
を
、
更
に

は
、
お
そ
ら
く
神
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
「
M
の
手
前
」
へ
の
「
回
帰
」

を
想
定
す
る
に
及
ん
だ
と
言
い
、
こ
の
点
で
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
は
独
自

性
を
減
じ
」
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
学
派
」
に
近
づ
く
と
断
ず
る
（
男

8
P
）
。

　
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
学
派
す
な
わ
ち
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
言
及
す
る
と

き
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
念
頭
に
あ
る
の
は
、
常
に
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
で
あ
る
。

そ

こ
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
る
知
識
学
の
評
価
を
見
定
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
彼
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
観
を
確
認
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
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一
－
三
－
ニ
　
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
人
格
理
論
の
誤
り

　
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
で
の
連
続
講
演
「
「
人
格
」
に
つ

い

て
」
（
｝
九
一
四
年
）
の
な
か
で
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
ま
と
ま
っ
た
言
及

　
　
　
　
　
　
　
　

を
な
し
て
い
る
。
彼
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
哲
学
は

「第
一
に
人
格
の
理
論
で
あ
」
る
（
即
一
〇
い
轟
）
。
と
い
う
の
も
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス

は
思
索
の
歩
み
の
端
緒
で
、
．
人
格
が
コ
方
で
一
」
、
他
方
で
「
多
」

で
あ
る
の
は
い
か
に
し
て
か
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
と
み
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
（
℃
°
δ
U
い
）
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
こ
の
問

題
を
、
人
格
が
本
来
の
「
精
神
的
」
「
本
性
」
に
お
い
て
「
不
可
分
」
の

「統
一
」
で
あ
り
な
が
ら
、
「
衰
弱
」
な
い
し
「
自
己
か
ら
の
逸
脱
（
・
苧

。

ξ
゜
・
δ
・
σ
2
8
自
冨
①
5
」
に
よ
っ
て
「
質
料
化
」
し
、
「
無
際
限
な
多
性
」

に
「
分
割
」
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
で
解
決
し
た
（
§
“
）
。
た
だ
し
プ

ロ

テ

冴

ノ
ス
は
そ
の
際
、
不
可
分
の
統
一
か
ら
無
際
限
な
多
性
へ
の
衰
弱

も
し
く
は
逸
脱
を
、
時
間
的
展
開
に
お
い
て
「
巻
物
を
解
く
」
イ
メ
ー
ジ

の

も
と
に
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
二
つ
の
人
格
を
区
分
す
る
際
、

「権
利

上
、
我
々
は
時
間
の
外
に
あ
る
が
、
事
実
上
は
時
間
に
お
い
て
展

開
す
る
」
と
考
え
る
に
至
っ
た
（
即
一
〇
い
ひ
）
。

　
端
緒
で
直
面
し
た
問
題
に
解
決
を
与
え
る
や
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
本
来

的
人
格
の
上
に
更
な
る
統
一
を
、
そ
し
て
衰
弱
し
た
人
格
の
下
に
一
層
の

分
割
を
求
め
た
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
神
、
叡
智
的
な
も
の
、
身

体
を
伴
っ
た
魂
と
い
う
三
つ
の
基
体
の
理
論
」
、
お
よ
び
＝
者
」
か
ら

の

「
流
出
」
と
「
回
帰
」
の
理
論
は
、
そ
の
帰
結
で
あ
る
（
℃
°
δ
鴇
）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
哲
学
全
体
の
礎
は
彼
の
人
格
理
論
に
、

す
な
わ
ち
人
格
の
統
一
を
時
間
の
外
に
置
き
、
質
料
化
し
多
に
分
割
さ
れ

た
人
格
の
衰
弱
態
に
時
間
を
割
り
あ
て
る
人
格
理
論
に
あ
る
。
だ
が
こ
こ

に
は
、
「
内
的
時
間
を
ば
ら
ば
ら
の
諸
瞬
間
に
粉
砕
さ
れ
た
も
の
と
み

な
」
す
、
決
定
的
な
誤
謬
が
巣
食
う
（
℃
」
O
い
ひ
）
。
反
対
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

自
身
は
「
「
不
可
分
の
持
続
」
と
い
う
［
…
］
考
え
」
に
訴
え
つ
つ
（
”

δ
象
）
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
「
視
点
を
反
転
」
せ
ん
と
す
る
（
℃
」
O
い
Q
。
）
。
彼

は
ま
ず
、
時
間
の
う
ち
に
こ
そ
人
格
の
本
来
的
統
一
を
見
出
す
べ
く
、

「
意
識
の
現
実
存
在
の
全
体
に
わ
た
っ
て
継
ぎ
目
が
な
い
」
よ
う
な
「
不

可
分
」
な
「
変
化
」
の
「
連
続
」
に
注
目
し
（
”
δ
ひ
N
）
、
そ
こ
に
み
ら
れ

る
、
「
過
去
の
全
体
を
取
り
あ
つ
め
な
が
ら
未
来
を
創
造
す
る
、
連
続
的

な
前
方
へ
の
運
動
」
を
、
「
人
格
の
本
質
的
な
本
性
」
と
す
る
（
勺
」
o
ひ
い
）
。

そ
し
て
彼
は
、
こ
の
よ
う
に
不
可
分
な
持
続
の
「
人
為
的
」
な
断
片
の
ほ

う
に
、
む
し
ろ
「
不
動
性
」
や
「
休
止
」
を
認
め
る
（
即
δ
ひ
一
）
。
つ
ま
り
、

プ
ロ

テ

ィ
ノ
ス
と
は
対
照
的
に
、
出
発
点
と
し
て
の
統
一
に
時
間
を
割
り

あ
て
、
そ
の
分
割
さ
れ
た
諸
断
片
を
時
間
の
外
に
置
く
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
、
不
可
分

な
持
続
で
あ
る
は
ず
の
時
間
を
諸
瞬
間
に
粉
砕
し
た
結
果
、
誤
っ
た
人
格

理
論
に

陥
り
、
そ
の
延
長
線
上
で
三
つ
の
基
体
、
お
よ
び
一
者
か
ら
の
流

出
と
回
帰
の
体
系
に
行
き
つ
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
先
の

「
フ

ィ
ヒ
テ
講
義
」
の
記
述
に
立
ち
戻
れ
ば
、
そ
の
意
味
は
理
解
さ
れ

る
。
要
す
る
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
純
粋
自
我
が
自
己
忘
却
な
い
し
自
己
か

ら
の
逸
脱
を
通
じ
て
質
料
の
多
様
を
生
む
過
程
を
た
ど
る
フ
ィ
ヒ
テ
に

も
、
時
間
の
外
な
る
統
一
的
人
格
が
衰
弱
な
い
し
逸
脱
を
通
じ
、
質
料
的
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多
性
に
分
割
さ
れ
て
時
間
の
う
ち
で
展
開
す
る
と
考
え
る
プ
ロ
テ
イ
ノ
ス

と
、
同
じ
誤
謬
を
認
め
た
の
だ
ろ
う
。
ブ
イ
ヒ
テ
も
ま
た
、
出
発
点
の
純

粋
自
我
を
時
間
の
外
に
置
い
た
が
た
め
に
、
結
局
は
自
我
へ
の
回
帰
や
、

更
に
は
神
へ
の
回
帰
を
語
っ
て
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
と
道
行
き
を
同
じ
く
し
た

わ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
カ
ン
ト
の
後
を
襲
っ
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
試
み

も
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
は
否
定
的
な
評
価
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た

　
（
1
2
）

ろ
う
。

二

カ
ン
ト
哲
学
の
読
み
替
え
に
よ
る
ベ
ル
ク
ソ
ン

的
認
識
論

　
と
こ
ろ
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
自
身
も
、
自
我
や
神
と
い
う
物
自
体
の
認
識
可

能
性
の
回
復
を
、
喫
緊
の
哲
学
的
課
題
と
考
え
て
い
た
。
た
だ
し
そ
の
た

め

に
は
、
不
可
分
な
持
続
と
い
う
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
は
欠
け
て
い
た
視
点
に

た
つ
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
際
フ
ィ
ヒ
テ
と
は
裏
腹
に
、
カ
ン
ト
に

よ
る
認
識
の
形
式
と
質
料
の
区
分
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
意

味
を
帯
び
る
。
そ
の
点
を
、
『
創
造
的
進
化
』
に
即
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
ニ
ー
一
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
認
識
論
的
枠
組

　
悟
性
な
い
し
知
性
と
い
う
人
間
の
認
識
能
力
を
、
「
行
動
の
必
要
に
相

関
的
な
も
の
と
考
え
」
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
そ
の
本
性
を
行
動
か
ら
「
演

繹
」
し
よ
う
と
す
る
（
団
゜
ひ
P
轟
）
。
「
行
動
」
す
る
、
す
な
わ
ち
事
物
に
「
働

き
か
け
」
て
こ
れ
を
利
用
す
る
際
に
は
、
「
実
在
す
る
諸
物
体
」
の
「
輪

郭
」
な
ど
お
構
い
な
し
に
、
「
好
き
な
よ
う
に
そ
れ
を
解
体
し
再
構
成
す

る
」
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
（
団
゜
ひ
N
◎
◎
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
行
動
」
に
資
す
べ

き
認
識
能
力
と
し
て
の
「
人
間
の
知
性
」
は
、
そ
う
し
た
「
可
能
な
解
体

や

再
構
築
」
の
作
業
場
と
な
る
、
「
等
質
、
空
虚
で
無
差
別
な
空
間
」
に

支

え
を
求
め
る
は
ず
だ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
考
え
る
（
§
“
）
。
こ
う
し

て
、
空
間
を
準
拠
枠
と
す
る
知
性
の
本
性
が
演
繹
さ
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
か
か
る
本
性
の
知
性
に
よ
り
導
か
れ
る
行
動
は
、
な
ぜ
成

功
す
る
の
か
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
知
性
の
眼
差
し
に
応

じ
る
素
地
が
事
物
の
側
に
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す

べ
く
、
彼
は
空
間
な
ら
ぬ
内
的
持
続
と
し
て
の
時
間
に
目
を
転
じ
る
。

我
々

に

と
っ
て
「
最
も
内
的
に
感
じ
ら
れ
る
地
点
」
に
は
、
「
過
去
が
常

に
前
進
し
な
が
ら
絶
対
的
に
新
し
い
現
在
に
よ
っ
て
絶
え
ず
肥
っ
て
ゆ
く

持
続
」
が
あ
る
（
国
゜
ひ
ひ
轟
）
。
だ
が
、
「
自
ら
の
緊
張
を
緩
め
、
過
去
の
可
能

な
限
り
大
き
な
部
分
を
現
在
に
推
し
入
れ
る
努
力
を
中
断
」
す
る
と
（
中

ひ
ひ
い）

、
さ
き
ほ
ど
ま
で
「
ひ
と
つ
の
切
っ
先
に
集
中
し
て
い
」
た
「
我
々

の

人
格
の

全
体
」
が
「
分
散
」
し
、
「
我
々
の
過
去
は
［
…
］
相
互
に
外

在
化
す
る
幾
千
も
の
記
憶
に
解
体
す
る
」
だ
ろ
う
（
団
゜
ひ
ひ
ひ
）
。
さ
て
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
、
緊
張
せ
る
内
的
持
続
の
こ
の
よ
う
な
弛
緩
の
運
動
を
「
更
に

進
め

た
」
先
に
、
外
的
事
象
た
る
物
質
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
彼
は
、
空

間
を
、
「
こ
の
運
動
が
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
終
端
」
に
予
想
さ
れ
る
理
想

的
極
限
と
み
な
す
（
国
゜
ひ
ひ
ひ
ー
ひ
ひ
刈
）
。
と
す
れ
ば
、
空
間
を
準
拠
枠
と
す
る
知

性
が
事
物
に
向
け
る
「
眼
差
し
」
は
、
な
る
ほ
ど
事
物
自
身
の
節
分
け
に

忠
実
で

な
い
と
し
て
も
、
事
物
の
「
物
質
性
［
質
料
性
］
を
い
っ
そ
う
強
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め
」
る
の
に
す
ぎ
な
い
（
国
゜
ひ
ひ
刈
）
。
事
物
の
側
に
も
知
性
の
眼
差
し
に
応

じ
る
素
地
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
で
あ
り
、
だ

か

ら
こ
そ
、
知
性
に
導
か
れ
る
行
動
は
一
定
の
成
功
を
約
束
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
知
性
の
準
拠
枠
を
空
間
に
求
め
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
そ

の
空

間
を
、
内
的
持
続
の
弛
緩
に
他
な
ら
ぬ
自
ら
の
運
動
に
お
い
て
物
質

が
向
か
う
、
理
想
的
極
限
と
す
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
持
続
の
緊
張
と
弛

緩
の
シ
ェ
マ
に
よ
っ
て
時
間
と
空
間
と
を
独
自
に
関
係
づ
け
な
が
ら
、
知

性
を
空
間
の
側
に
引
き
寄
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
知
性
と
は
対
照

的
な
、
持
続
に
即
し
た
認
識
能
力
と
し
て
「
直
観
」
を
立
て
る
の
で
あ
る

（国
’
ひ
轟
い
ー
ひ
ム
・
ひ
り
刈
N
一
－
刈
P
N
”
刈
◎
◎
ム
・
ー
刈
◎
Q
い
）
。

　
二
i
ニ
　
カ
ン
ト
的
認
識
論
と
の
関
係

　
か
か

る
議
論
は
、
カ
ン
ト
と
は
お
よ
そ
縁
遠
い
よ
う
に
も
映
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
自
ら
の
認
識
論
的
枠
組
を
、
修
正
さ
れ
た
カ

ン

ト
的
認
識
論
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
カ
ン
ト
は
「
認
識
の
質
料
と
形
式
」
を
「
区
分
」
し
、
質
料
に
「
知
性
－

外
」
の
、
す
な
わ
ち
形
式
の
外
な
る
「
起
源
」
を
「
与
え
た
」
。
そ
の
と
き
彼

は
、
「
直
観
の
高
次
の
努
力
に
よ
っ
て
認
識
の
知
性
－
外
の
質
料
に
身
を
据

え
」
る
、
「
新
し
い
哲
学
」
に
身
を
投
じ
て
も
よ
か
っ
た
ろ
う
（
団
゜
“
O
刈
）
。

だ

が
、
カ
ン
ト
は
「
そ
の
方
向
に
乗
り
だ
さ
な
か
っ
た
」
（
団
゜
刈
O
o
。
）
。
そ
の

理
由
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
物
理
か
ら
生
命
へ
、
生
命
か
ら
心

理
へ
と
進
む
に
従
っ
て
」
科
学
が
「
徐
々
に
客
観
性
を
失
う
」
こ
と
を
、

見
逃
し
た
た
め
で
あ
る
。
「
経
験
」
の
複
数
性
に
思
い
至
ら
な
か
っ
た
カ

ン

ト
は
、
結
果
、
「
知
性
」
あ
る
い
は
悟
性
を
「
感
覚
的
」
な
い
し
「
知

性
－
以
下
」
の
「
直
観
」
に
覆
い
か
ぶ
せ
る
理
論
上
の
枠
組
を
、
経
験
全

般
に
わ
た
り
構
想
し
た
（
］
田
゜
　
刈
O
◎
◎
1
刈
O
O
）
。
こ
れ
に
対
し
、
科
学
の
客
観
性

に
ば
ら
つ
き
を
認
め
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
「
経
験
」
が
、
コ
方
は
知
性
の

方
向
に
合
致
し
、
他
方
は
そ
の
反
対
」
と
い
う
「
相
反
す
る
」
「
二
つ
の
方

向
」
を
と
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
彼
は
、
「
知
性
－
以
下
」
の
「
直
観
」

に
加
え
て
「
超
i
知
性
的
」
な
「
直
観
」
を
も
想
定
で
き
た
（
国
゜
謬
o
）
。
先

の

議
論
と
関
連
づ
け
る
な
ら
、
知
性
の
方
向
に
合
致
し
た
経
験
、
あ
る
い

は
知
性
－
以
下
の
直
観
と
は
空
間
的
直
観
を
意
味
し
、
そ
の
反
対
の
経

験
、
も
し
く
は
超
－
知
性
的
な
直
観
が
持
続
的
直
観
に
あ
た
る
と
言
え

る
。　

つ
ま
り
、
持
続
の
緊
張
と
弛
緩
の
シ
ェ
マ
の
も
と
で
、
弛
緩
の
終
端
に

位
置
つ
く
空
間
へ
知
性
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
方
で
知
性
－
以

下

な
い
し
空
間
的
な
直
観
を
知
性
に
重
ね
あ
わ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
超
－

知
性
的
も
し
く
は
持
続
的
な
直
観
の
可
能
性
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。
認
識
の
形
式
と
質
料
を
区
分
し
、
後
者
に
知
性
－
外
の
起
源
を
与

え
る
カ
ン
ト
の
認
識
論
は
、
偉
大
な
前
進
だ
っ
た
。
た
し
か
に
ベ
ル
ク
ソ

ン

は
、
空
間
的
直
観
と
知
性
と
を
重
ね
あ
わ
せ
、
一
面
で
は
形
式
と
質
料

の

区
分
を
再
び
解
消
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
逆
説
的
に

も
、
高
次
の
質
料
と
も
呼
ぶ
べ
き
持
続
に
対
応
す
る
直
観
が
、
知
性
と
は

対
照
的
な
能
力
と
し
て
立
て
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
的
認
識
論
の
か
か
る
独
自

な
修
正
を
経
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
持
続
に
即
し
た
高
次
の
直
観
を
通
じ
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て

知
性
－
外
の
質
料
す
な
わ
ち
物
自
体
に
迫
る
、
新
し
い
哲
学
を
立
ち
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

結
語

　
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
に
従
え
ば
、
カ
ン
ト
は
認
識
の
形
式
と
質
料
を
隔

て
、
区
分
す
る
こ
と
を
通
じ
、
物
自
体
の
認
識
不
可
能
性
を
主
張
し
た
。

そ
の
後
を
襲
っ
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
カ
ン
ト
哲
学
を
読
み
替
え
つ
つ
、
形
式

が
質
料
を
創
造
す
る
と
論
じ
て
両
者
の
隔
た
り
を
解
消
し
、
以
っ
て
物
自

体
を
再
び
認
識
の
領
野
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
持
続
の

観
点
の
欠
如
ゆ
え
に
、
知
的
直
観
に
よ
っ
て
自
由
な
自
我
に
迫
り
、
更
に

は

そ
の
根
拠
と
し
て
の
神
に
ま
で
遡
る
彼
の
哲
学
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に

と
っ
て
否
定
的
な
評
価
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
物
自
体
の
認
識
可
能
性
を
真
に
回
復
す
る
に
は
持
続
の
観
点
に
た
た
ね

ば

な
ら
な
い
が
、
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
主
著
『
創
造

的
進
化
』
に
よ
れ
ば
、
実
は
、
そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
カ
ン
ト
的
認
識
論
の
修

正
を
経
て
可
能
と
な
る
。
認
識
の
形
式
と
質
料
を
区
分
し
た
カ
ン
ト
は
、

ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
図
ら
ず
も
、
持
続
に
即
し
た
直
観
を
通
じ
物

自
体
に
迫
る
、
新
し
い
哲
学
に
道
を
開
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
て
み
る
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
カ
ン
ト
哲
学
の
批
判
的
受
容
を
経
て
物

自
体
の
認
識
可
能
性
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
、
そ
の
意
味
で
ポ
ス
ト
．
カ

ン

ト
的
な
関
心
を
（
自
ら
が
解
釈
す
る
限
り
の
）
フ
ィ
ヒ
テ
と
共
有
し
な

が

ら
、
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
の
数
年
後
に
、
カ
ン
テ
ィ
ス
ム
に
対
し
、

ブ
イ
ヒ
テ
と
は
ち
ょ
う
ど
対
照
的
に
応
答
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
カ
ン

ト
が
形
式
と
質
料
の
区
分
を
通
じ
て
認
識
の
相
対
性
を
確
立
し
た
の
な

ら
、
そ
の
区
分
を
解
消
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
た
の
が
、
（
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
解

釈

す
る
限
り
の
）
フ
ィ
ヒ
テ
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
も
、
言
う
な
れ
ば
対

症
療
法
で
し
か
な
い
。
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は
持
続
の
観
点
が
不
可

欠
だ

が
、
そ
の
際
フ
ィ
ヒ
テ
と
は
裏
腹
に
、
む
し
ろ
形
式
と
質
料
の
区
分

を
、
カ
ン
ト
自
身
の
意
図
と
は
異
な
っ
た
し
か
た
で
活
用
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
フ
ィ
ヒ
テ
と
の
近
し
さ
も
見
逃
し
て
は
な

る
ま
い
。
内
的
持
続
と
し
て
の
時
間
を
緊
張
の
極
に
位
置
づ
け
た
ベ
ル
ク

ソ

ン

は
、
物
質
を
そ
の
弛
緩
と
み
な
す
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
認
識
論
的
枠
組

を
支
え
る
こ
の
シ
ェ
マ
は
、
時
間
の
外
な
る
純
粋
自
我
か
ら
質
料
の
多
様

を
引
き
だ
す
、
フ
ィ
ヒ
テ
的
構
図
の
反
転
と
も
み
ら
れ
る
。
出
発
点
に
時

間
を
割
り
あ
て
る
か
否
か
の
相
違
を
の
ぞ
け
ば
、
実
の
と
こ
ろ
、
両
者
は

思

い

の
ほ

か
似
通
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
後
に
プ
ロ

テ

ィ
ノ
ス
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
な
る
ご
と
く
、
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
の

数
年
後
に
、
ま
さ
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
視
点
を
反
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ン

ト
的
認
識
論
の
く
だ
ん
の
独
自
な
修
正
に
た
ど
り
つ
い
た
と
言
え
よ
う
。

フ
ィ
ヒ
テ
的
構
図
を
反
転
し
た
シ
ェ
マ
の
も
と
で
、
時
間
の
外
な
る
純
粋

自
我
に
対
応
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
流
の
知
的
直
観
が
、
物
自
体
に
真
に
迫
り
う

る
、
持
続
に
即
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
直
観
に
鋳
な
お
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
み

た
よ
う
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
フ
ィ
ヒ
テ
講
義
」
か
ら
は
、
ポ

ス

ト
・
カ
ン
ト
の
哲
学
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
関
心
に
方
向
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づ
け
ら
れ
た
フ
ィ
ヒ
テ
観
が
読
み
と
れ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
が
踏
み
だ
し
損
ね

た
一
歩
を
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
一
世
紀
の
後
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
視
点
を
反
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

し
な
が
ら
、
改
め
て
踏
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
凡
例

　
ベ
ル

ク
ソ
ン
か
ら
の
引
用
は
、
以
下
の
略
号
と
共
に
頁
数
を
（
）
内
に

記
す
。
引
用
文
中
の
強
調
は
原
著
者
、
［
］
は
引
用
者
の
補
足
で
あ
る
。
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堕
ω
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鐸
芦
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〇
〇
轟
゜

（
2
）
　
後
で
み
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
さ
り
げ
な
い
言
及
も
、
「
フ
ィ
ヒ
テ
講

　
　
義
」
の
知
見
を
た
し
か
に
踏
ま
え
て
い
る
。
註
（
8
）
（
1
0
）
（
1
2
）
参

　
　
照
。

（
3
）
　
管
見
の
限
り
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
関
係
を
論
じ
た
先
行
研

　
　
究
に
は
以
下
の
三
点
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
講
義
録
の
検
討
に
多
く
紙

　
　
幅
を
割
い
て
い
る
。
な
か
で
も
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的

　
　
な
ブ
イ
ヒ
テ
解
釈
に
注
目
す
る
ゴ
ダ
ー
ル
の
論
考
は
、
そ
の
点
で
本
稿

　
　
と
関
心
を
共
有
す
る
。
荒
木
秀
夫
「
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
フ
ィ
ヒ
テ
講

　
　
義
』
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』
、
四
号
、
一
九
九
六
年
、
三

　
　
八
ー
五
三
頁
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轟
ひ
い
k
苅
刈
゜

（
4
）
　
一
八
九
八
年
当
時
、
高
等
師
範
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
ベ
ル
ク
ソ
ン

　
　
は
、
教
授
資
格
試
験
の
課
題
図
書
に
選
ば
れ
た
『
人
間
の
使
命
』
の
解

　
　
説
を
試
験
準
備
ク
ラ
ス
で
施
し
た
。
本
講
義
録
は
、
こ
の
講
義
に
出
席

　
　
し
た
学
生
の
ノ
ー
ト
を
も
と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
ベ
ル
ク
ソ

　
　

ン
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
史
上
の
位
置
を
概
説
し
つ
つ
、
ま
た
他
の
諸

　
　
著
作
も
参
照
し
て
知
識
学
の
全
体
像
を
示
し
な
が
ら
、
講
義
を
進
め
て

　
　
い
る
。

（
5
）
∩
h
＆
》
§
嵩
O
。
、
ミ
魯
芝
9
§
旨
§
ミ
ミ
ぎ
き
碁
こ
（
蕊
轟
い
）
“
≦
巴
一
9

　
　
匹
o
O
2
鷺
臼
”
一
8
い
噂
ω
゜
ミ
い
k
ド
ミ
゜

（
6
）
O
h
魯
》
§
き
Q
ミ
ミ
魯
趣
ら
ミ
題
旨
ミ
ミ
§
、
ミ
き
ぎ
自
（
蕊
＃
い
）
”
≦
騨
冨
門

　
　
匹
o
O
把
旨
o
お
一
〇
ひ
い
り
ω
゜
ω
ω
o
◎
曽
ω
お
ー
ω
食
゜

（
7
）
∩
h
§
3
の
．
ω
食
占
轟
い
゜

（
8
）
　
「
フ
ィ
ヒ
テ
は
思
考
を
濃
縮
状
態
で
と
ら
え
、
こ
れ
を
膨
張
さ
せ
て

　
　
現
実
に
す
る
」
と
述
べ
る
『
創
造
的
進
化
』
の
一
節
は
（
閏
’
ひ
い
α
）
、
こ

　
　
こ
で
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（
9
）
Ω
尋
評
§
嵩
9
ミ
魯
寒
ミ
ニ
§
・
㌶
ミ
9
偽
き
蕃
ト
§
鼻
層
ω
゜
い
一
摯

　
　
い
一
ひ
゜
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（
1
0
）
　
『
創
造
的
進
化
』
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
す
で
に
、
「
自
然
」

　
　
を
前
に
「
統
一
機
能
」
を
働
か
す
「
人
間
の
悟
性
」
は
「
我
々
の
個
人

　
　
的
意
識
」
を
超
え
る
「
非
人
称
的
」
な
性
格
を
帯
び
、
「
神
的
」
に
な

　
　
る
傾
き
さ
え
有
し
て
い
た
が
、
「
そ
の
こ
と
は
フ
ィ
ヒ
テ
と
共
に
気
づ

　
　
か
れ
た
」
（
】
国
゜
刈
O
ひ
ー
刈
O
刈
）
。
こ
の
一
節
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
、
カ
ン
ト
的
な

　
　
純
粋
統
覚
に
想
を
得
た
純
粋
自
我
か
ら
、
つ
い
に
は
神
に
ま
で
遡
っ
た

　
　
と
す
る
、
こ
こ
で
の
解
釈
と
相
通
じ
る
。

（
1
1
）
　
こ
の
ほ
か
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
ま
と
ま
っ
た
言
及
を

　
　
な
す
も
の
に
、
一
八
九
入
－
一
八
九
九
年
に
高
等
師
範
学
校
で
行
な
わ

　
　
れ
た
講
義
の
記
録
「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
講
義
」
が
あ
る
（
、
．
O
。
9
°
。
°
。
ξ

　
　
覧
9
戸
、
、
9
ミ
鳶
ミ
鰯
＝
自
二
響
9
（
瓜
ユ
゜
）
u
”
d
°
卸
8
0
ρ
℃
や
一
刈
も
。
。
）
。

　
　
学
生
の

ノ
ー
ト
を
も
と
に
編
集
さ
れ
た
こ
の
講
義
録
も
、
「
フ
ィ
ヒ
テ

　
　
講
義
」
と
の
年
代
の
近
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
考
の
価
値
が
あ
る
。
し

　
　
か

し
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
解

　
　
釈
が
簡
潔
に
示
さ
れ
、
ま
た
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
対
す
る
自
身
の
ス
タ
ン

　
　
ス
も
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
「
「
人
格
」
に
つ
い
て
」
の
み
を
組
上
に
あ

　
　
げ
る
。

（
1
2
）
　
「
カ
ン
ト
的
相
対
主
義
か
ら
逃
れ
」
よ
う
と
し
た
「
カ
ン
ト
の
直
接

　
　
の
後
継
者
た
ち
」
の
議
論
の
う
ち
で
、
「
持
続
は
［
…
］
真
に
役
割
を

　
　
果

た
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
る
『
創
造
的
進
化
』
の
一
節

　
　
も
（
団
゜
°
。
O
O
l
°
。
9
）
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
と
き
、
し
か
る
べ
く
理
解
さ

　
　
れ
る
。

（
1
3
）
　
実
際
、
彼
は
処
女
作
『
意
識
に
直
接
与
え
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の

　
　
試
論
』
（
一
八
八
九
年
）
以
来
、
一
貫
し
て
、
持
続
の
観
点
に
訴
え
つ

　
　
つ
自
由
な
自
我
の
認
識
可
能
性
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
き
た
し
、
ま

　

　
た
、
や
が
て
最
後
の
主
著
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』
（
一
九
三
二

　
　
年
）
に
お
い
て
、
や
は
り
持
続
の
観
点
か
ら
神
の
問
題
に
取
り
組
む
こ

　
　
と
に
な
る
。

（
1
4
）
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
こ
う
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
観
を
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
側
の
視
座

　
　
か

ら
批
判
的
に
検
討
し
な
お
す
余
地
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
点
は

　
　
本
稿
の
目
的
を
超
え
る
。

本
稿
は
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
二
十
五
日
開
催
の
日
本
シ
ェ
リ
ン
グ
協
会

　
第
一
五
回
年
次
大
会
（
於
京
都
産
業
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ

　
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
か
み
り
ゅ
う
・
東
京
大
学
）


